
ご
あ
る
の
が
、
よ
く
事
實
を
得
て
居
る
。

（
七
）
何
勘
恣
は
外
國
の
固
有
名
詞
に
野
し
て
、
任
意
に
漢

字
を
當
て
、
、
支
那
交
献
上
慣
用
さ
れ
て
居
る
字
面
は
絵

り
使
用
せ
ぬ
Q
例
へ
ば
鰹
木
兜
の
産
地
は
誰
人
も
知
る
如

く
、
ケ
シ
ユ
困
。
ω
ゲ
で
あ
る
。
元
代
の
『
西
湘
記
』
に
は
耳

石
の
学
を
當
て
、
『
明
史
』
に
は
渇
石
の
字
を
用
ひ
て
あ
る
。

何
勧
恣
は
蟻
壁
戌
の
字
を
當
て
、
居
る
が
、
基
杜
戊
の
暑

は
百
石
や
爾
石
に
比
し
て
、
遙
に
ケ
シ
ユ
の
音
に
適
合
せ

ぬ
○
バ
グ
ダ
ー
ド
に
巴
克
達
の
字
を
當
て
、
オ
ト
ラ
ル

P
触
鍵
に
窩
徳
拉
爾
の
字
を
當
て
元
の
は
毫
も
不
都
合
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
バ
グ
ダ
け
ド
セ
ト
ラ
ル

い
が
、
元
代
に
慣
用
し
π
八
三
打
や
斡
股
羅
見
を
用
ひ
て

も
よ
い
。
罰
注
に
で
も
書
き
添
へ
て
鴛
く
な
ら
用
意
一
暦

周
到
ご
思
ふ
。

（
八
）
帖
木
見
は
殺
伐
な
征
服
者
で
は
あ
る
が
、
一
面
頗
る

交
雅
な
所
も
あ
る
。
地
理
や
歴
史
に
大
な
る
上
篇
を
有
し

蒙
古
、
士
耳
古
、
波
斯
の
言
語
に
通
じ
て
居
っ
把
。
ま
把

手
筆
の
嗜
も
あ
っ
て
、
彼
自
身
の
自
叙
傳
を
も
後
世
に
遽

　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
「
朝
鮮
古
麟
圃
譜
」

し
て
居
る
り
彼
の
建
て
π
制
度
文
物
に
下
る
べ
き
も
の
が

頗
る
多
い
○
學
者
や
美
術
家
に
劃
し
て
は
相
當
の
保
護
を

與
へ
て
居
る
。
古
木
児
の
建
て
だ
所
謂
塗
木
覧
王
家
8
㍗

導
⊆
ユ
9
ω
時
代
は
、
中
央
亜
細
亜
の
文
化
史
上
、
尤
も
重

要
な
一
時
期
ご
認
め
ら
れ
て
居
る
。
綱
働
悪
が
折
角
帖
木

見
を
傳
し
な
が
ら
、
こ
の
文
明
的
方
面
に
、
一
言
隻
句
も

背
き
及
ん
で
な
い
の
は
遺
憾
千
萬
こ
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
月
七
日
）

　　

@『
ｩ
鮮
古
蹟
墨
譜
』
（
駐
鮮
総
要
望
刊
行
）

　
　
　
　
　
　
丈
一
士
　
今
西
　
　
　
龍

　
遣
物
遺
蹟
は
實
に
國
家
が
所
有
す
る
名
轡
あ
る
富
な
り

貯
蓄
な
り
、
其
起
揚
ご
保
存
ご
を
計
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る

こ
ざ
論
な
し
。
而
し
て
朝
鮮
豊
島
に
於
け
る
遺
物
遣
蹟
は

之
を
學
藝
の
方
面
よ
り
隠
る
も
、
軍
に
朝
鮮
の
藝
術
文
化

を
説
明
す
る
の
み
な
ら
す
、
日
本
支
那
の
そ
れ
を
説
薄
し

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
四
五
　
（
三
三
五
）



　
　
　
第
一
懸
　
　
批
　
評
　
　
「
側
壁
古
蹟
圓
譜
」

て
頗
る
貴
重
な
る
研
究
資
料
な
り
こ
す
Q
朝
鮮
絡
督
府
早

く
よ
り
此
方
面
に
留
意
し
、
朋
治
四
十
三
年
其
開
府
せ
ら

る
、
や
、
前
年
よ
り
韓
國
政
府
の
囑
託
を
受
け
て
建
築
物

の
調
査
に
畑
瀬
せ
し
關
野
卑
學
簿
士
及
谷
井
票
由
の
二
學

士
に
朝
鮮
十
三
萢
に
於
け
る
歴
史
の
徴
讃
美
術
の
模
範
ε

な
る
べ
き
逡
物
遺
蹟
の
調
査
を
囑
託
せ
ら
れ
し
か
ば
、
博

士
は
二
學
士
を
助
手
こ
し
て
之
を
窮
索
精
査
し
、
一
昨
大

正
三
年
を
以
て
一
ご
先
づ
十
三
滋
に
亘
る
大
仁
の
調
査
を

結
了
せ
り
。
叢
に
於
て
此
間
に
博
士
一
行
が
撮
影
蒐
集
せ

る
各
種
の
爲
眞
圖
面
等
数
千
放
に
達
せ
し
を
更
に
精
選
し

其
極
め
て
圭
密
な
る
も
の
を
揮
び
、
年
代
ご
地
方
ご
に
依

り
て
配
列
し
、
総
督
府
よ
り
数
年
度
に
分
ち
て
刊
行
せ
ら

る
、
こ
ご
、
な
り
し
ご
い
ふ
。
今
回
刊
行
せ
ら
れ
贈
る
は

憲
一
巷
二
の
両
立
に
し
て
大
正
四
年
度
に
属
す
べ
き
も
の

、
如
し
。
各
擦
半
約
一
尺
四
寸
横
一
尺
除
の
大
仁
に
し
て

外
に
解
説
の
小
冊
子
各
一
幅
を
添
へ
破
璃
版
三
色
版
及
び

國
華
勉
の
精
巧
を
極
め
π
る
木
版
を
用
ひ
て
印
刷
せ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
嚇
四
山
ハ
　
（
三
三
轟
ハ
｝

　
第
一
衛
は
樂
浪
心
身
帯
方
郡
時
代
ご
高
句
麗
國
内
城
地

方
こ
の
遣
蹟
遺
物
を
臨
め
、
樂
浪
郡
の
分
は
破
璃
版
三
十

五
面
（
百
二
十
九
圖
）
よ
り
成
り
、
先
づ
平
安
南
道
大
同
郡

大
同
江
面
土
城
洞
に
於
け
る
土
城
嘘
赴
ご
其
内
外
よ
り
戯

文
さ
れ
し
漢
蒙
古
琵
博
ご
を
掲
げ
、
之
を
樂
車
轍
治
肚
な

ら
す
や
ご
擬
せ
ら
れ
疑
り
。
此
遣
玩
は
實
に
樂
浪
時
代
よ

り
王
氏
高
麗
朝
に
至
る
ま
で
重
複
す
る
も
の
、
如
く
、
其

樂
浪
時
代
に
於
て
も
此
肚
上
に
螢
造
物
の
あ
b
し
こ
ご
は

疑
な
し
ご
錐
、
之
を
薩
に
樂
浪
郡
治
玩
な
り
ご
噺
定
す
る

こ
ご
は
非
な
り
Q
題
名
に
解
説
に
其
治
舐
こ
し
て
疑
問
の

標
を
附
し
置
か
れ
し
は
稔
當
な
り
こ
い
ふ
べ
し
Q
次
に
季

安
南
撹
黄
海
道
に
遺
存
す
る
樂
浪
漢
人
の
墳
墓
の
構
造
遺

物
を
載
せ
π
り
。
其
實
測
の
正
確
な
る
用
意
の
周
郵
な
る

頗
る
貴
重
す
べ
き
報
告
な
り
。
終
り
に
猫
型
南
道
龍
岡
郡

海
雲
面
に
遺
存
す
る
粘
蝉
古
碑
及
附
近
土
城
等
の
圖
を
牧

め
登
り
Q
此
古
碑
は
漢
代
古
碑
こ
し
て
金
石
學
上
奪
重
す

べ
く
、
旦
づ
国
外
領
土
継
し
於
け
る
最
右
の
碑
π
る
に
止



ま
ら
す
、
砧
蝉
縣
の
位
置
を
明
に
し
、
点
て
古
代
地
理
差

上
種
々
議
論
あ
り
し
列
水
の
大
同
江
な
る
こ
ご
を
明
示
す

る
も
の
に
し
て
、
史
學
上
將
π
考
古
島
上
貴
重
な
る
も
の

な
り
Q
其
附
近
の
土
城
嘘
は
輿
地
勝
箆
に
於
乙
洞
古
城
ざ

記
ζ
る
も
の
な
り
。
於
乙
ご
は
高
句
麗
古
語
に
泉
を
意
味

す
。
此
城
高
句
麗
時
代
に
將
π
高
麗
時
代
に
重
修
さ
れ
し

こ
ご
な
し
ご
は
漸
す
べ
か
ら
ざ
る
も
、
総
譜
の
説
の
如
く

盛
運
縣
趾
こ
す
る
も
大
な
る
誤
な
か
る
べ
し
。

　
洗
方
郡
の
部
に
は
沙
里
院
附
近
の
遺
恩
よ
り
鳳
山
郡
登

見
の
烈
婦
元
年
の
銘
あ
る
景
雲
に
至
る
ま
で
十
面
三
十
三

圖
あ
り
。
単
文
井
面
古
墳
の
擾
壁
に
用
ひ
ら
れ
し
陰
暦
太

守
或
は
帳
撫
夷
云
々
の
銘
あ
る
古
博
の
磯
見
は
史
學
上
大

功
あ
る
も
の
な
り
○
精
方
郡
治
は
公
孫
康
が
創
設
せ
し
際

「
（
b
。
O
刈
i
醤
O
》
。
U
●
）
　
に
は
漢
江
流
域
恐
く
は
今
の
京
城
附

近
に
あ
り
し
も
の
㍉
如
し
O
本
圖
譜
解
説
に
は
難
事
を
朋

記
せ
ざ
る
も
亦
要
説
を
採
ら
る
、
も
の
、
蝕
し
Q
此
郡
治

は
南
方
韓
民
族
の
興
起
よ
り
次
で
漢
甫
忠
清
方
面
に
扶
余

　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
詳
　
　
「
朝
鮮
古
蹟
圃
譜
」

灘
族
流
入
し
て
百
濟
國
を
建
て
た
る
ご
支
那
移
民
勢
力
の

嚢
退
ご
に
よ
り
て
漸
次
北
方
に
退
き
、
濡
れ
叉
北
方
扶
余

種
の
高
句
麗
國
に
侵
座
せ
ら
れ
て
南
方
に
退
縮
せ
る
樂
浪

を
合
併
し
、
遼
東
の
張
統
な
る
者
の
下
に
自
治
的
小
國
こ

し
て
僅
に
遺
存
せ
し
も
の
、
曽
。
。
＞
b
・
張
統
着
帯
警
報
家

を
拳
ひ
て
去
て
遼
東
慕
容
氏
に
齢
し
、
紺
地
を
放
棄
せ
し

ょ
り
、
大
同
江
絆
に
地
理
的
男
呼
ε
し
て
僅
に
邑
智
の
み

を
遺
留
し
、
實
は
全
く
滅
亡
せ
し
も
の
な
り
。
張
瞬
断
こ

い
ふ
も
の
或
は
翼
翼
に
あ
ら
ざ
る
か
○
此
堺
に
銘
す
る
太

歳
戊
戊
は
西
紀
二
百
七
十
八
年
な
る
べ
し
。
量
れ
こ
も
此

戊
戌
は
張
芝
が
帯
方
を
棄
て
し
ょ
り
二
十
五
年
前
に
あ
り

て
其
間
の
歳
月
少
し
く
長
き
の
戚
あ
る
が
故
に
爾
ほ
研
究

を
要
す
べ
き
も
の
な
り
Q
鳳
山
郡
方
面
は
所
謂
『
棘
城
之

野
』
に
し
て
漢
江
大
同
江
両
流
域
地
方
の
交
界
地
域
こ
し

て
重
要
な
る
地
方
な
る
を
以
て
古
家
軍
備
上
の
男
木
屡
々

起
工
さ
れ
π
り
。
從
て
此
郡
交
弁
難
『
唐
土
城
』
内
に
於
て

漢
代
古
充
塘
の
碑
片
書
見
せ
ら
れ
、
且
其
附
近
に
帯
握
太

　
　
　
　
　
　
第
二
鵬
　
　
一
四
七
　
（
三
三
七
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
「
朝
鮮
古
蹟
圏
識
」

，
守
黒
氏
造
畢
の
墳
墓
あ
れ
ば
ξ
て
、
之
を
退
縮
時
代
の
帯

囁
方
郡
禁
園
ご
推
定
す
る
に
は
省
ほ
多
く
の
讃
徴
を
要
す
る

も
の
な
り
Q
豫
想
は
爾
ほ
可
な
り
、
推
定
は
早
し
。
圖
譜

解
説
に
之
を
帯
方
郡
治
鮭
こ
し
て
疑
問
の
標
章
を
附
せ
し

は
総
量
當
な
り
ζ
い
ふ
べ
し
O

　
高
句
麗
時
代
國
内
城
地
方
の
部
に
は
五
十
四
面
（
百
八

十
製
品
あ
り
。
國
内
城
及
九
都
の
位
置
に
就
て
は
諸
説
甚

だ
多
し
。
國
内
城
は
終
始
同
一
地
方
に
在
り
し
か
疑
問
な

き
に
あ
ら
す
◎
本
書
の
題
名
に
は
國
内
城
地
方
ご
明
記
す

る
よ
り
も
、
麺
溝
地
方
或
は
輯
安
縣
地
方
こ
し
、
現
代
地

名
を
用
ひ
て
表
示
す
る
方
或
は
安
全
な
り
し
な
る
べ
し
Q

さ
り
乍
ら
吾
人
は
通
溝
地
方
が
出
る
時
代
に
於
て
國
内
城

π
り
し
こ
ざ
を
云
ふ
も
の
に
あ
ら
ざ
る
が
故
に
之
を
國
内

城
地
方
ご
記
す
る
も
全
く
誤
り
な
ご
す
る
も
の
に
あ
ら
す

ε
錐
、
現
在
の
通
急
熱
を
以
て
直
に
國
内
城
王
宮
趾
に
出

て
、
之
を
其
遺
蹟
ご
認
定
す
る
が
如
き
は
從
ふ
こ
ご
能
は

す
。
山
城
子
内
偏
見
の
頽
色
琵
當
を
高
句
麗
時
代
の
遺
物

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
一
四
八
　
（
三
三
八
）

ご
認
む
る
に
も
爾
ほ
考
慮
を
要
す
べ
し
。
圖
譜
第
百
態
＋

三
聖
以
下
六
甲
の
海
面
琵
當
に
類
似
せ
る
も
の
は
郵
亭
附

近
に
も
登
見
し
、
豆
江
附
近
に
あ
り
て
は
渾
春
附
近
の
塵

土
城
即
ち
龍
飛
騨
琴
歌
の
『
群
籍
』
ご
総
す
る
も
の
に
黙
る

も
の
、
内
に
於
て
、
叉
慶
源
番
新
乾
肉
寺
洞
女
難
碑
の
祈

在
地
に
て
も
書
見
し
、
内
藤
博
士
は
嘗
て
間
嶋
古
城
趾
内

に
て
登
見
せ
ら
れ
π
り
。
現
在
間
嶋
局
子
街
日
本
領
事
館

内
界
支
那
廟
宇
な
り
し
ご
い
ふ
置
屋
に
も
使
用
せ
る
あ
り

此
等
は
各
精
粗
巧
拙
年
代
再
興
を
異
に
す
れ
こ
も
、
奇
問

に
系
統
あ
る
こ
ご
疑
を
容
れ
す
○
（
雄
鷹
に
寝
て
は
岐
阜
縣

揖
斐
郡
小
島
黒
字
堀
小
字
・
屋
敷
跡
に
て
登
見
せ
る
も
孚
島

の
も
の
こ
系
統
な
き
こ
ご
朋
臼
な
り
）
人
面
上
野
は
満
測

民
族
の
手
に
古
代
よ
り
近
年
に
至
る
ま
で
作
成
せ
ら
れ
た

る
も
其
輯
安
縣
地
方
に
遣
存
す
る
も
の
を
高
句
麗
時
代
糧

物
ご
認
む
る
に
は
幾
多
の
疑
問
な
き
能
は
す
・
小
生
等
は

種
々
の
方
面
よ
り
推
し
て
之
を
金
扇
遺
物
に
擬
す
る
も
の

な
り
。
懸
り
ご
錐
、
此
古
琵
は
黒
具
に
編
入
を
必
要
こ
す



る
研
究
資
料
な
り
。
而
し
て
之
を
編
入
す
る
に
は
此
部
分

を
措
き
て
他
に
容
る
べ
き
辱
な
き
が
故
に
此
腱
に
墾
考
ご
・

し
て
提
出
す
べ
き
も
の
な
る
べ
し
。
本
書
通
事
城
山
城
子

及
び
其
地
堺
見
の
遺
物
に
次
ぎ
て
母
丘
倹
征
高
句
麗
紀
功

碑
漸
々
拓
本
を
繊
し
、
次
に
將
辮
髪
其
他
通
溝
李
野
に
群

　
　
　
　
　
　
ノ

嚇
す
る
古
墳
圖
及
満
面
品
の
数
十
を
掲
げ
π
り
。
實
に
學

界
に
貴
重
な
る
資
料
を
供
給
せ
し
も
の
こ
い
ぶ
べ
し
Q
唯

定
む
べ
き
は
　
二
室
塚
（
箆
が
八
十
一
面
よ
り
筑
皿
八
十
五
面
に

至
る
）
の
壁
書
の
如
き
充
分
に
之
を
撮
影
複
寓
す
る
こ
ご

能
は
ざ
り
し
こ
ご
な
り
ρ
博
士
一
行
が
此
地
方
を
調
査
せ

ら
る
、
や
斗
小
生
別
に
史
蹟
調
査
の
命
を
受
妙
て
一
行
中

に
加
は
り
し
を
以
て
、
昼
時
調
査
の
心
情
を
知
る
も
の
な

b
o
博
士
が
調
査
の
熟
心
ご
精
鋤
ご
は
實
に
小
生
等
を
し

て
襟
を
正
さ
し
め
省
み
て
奮
磯
せ
し
む
る
も
の
あ
b
き
Q

後
年
幾
多
の
準
備
ご
日
藪
及
人
数
ご
を
要
し
て
、
此
三
室

蕨
壁
書
に
就
て
博
士
等
の
成
し
得
磨
る
よ
り
も
以
上
の
撮

影
歯
応
を
面
し
得
る
者
あ
る
べ
し
。
然
ご
も
博
士
ご
同
じ

　
　
　
・
第
一
懸
　
　
批
　
評
　
　
「
朝
鮮
古
蹟
圏
譜
」

き
日
数
ご
周
園
の
境
遇
ご
に
於
て
は
何
人
も
博
士
以
上
の

調
査
を
成
し
得
ざ
る
事
を
断
言
す
。
好
太
王
陵
碑
に
就
き

て
は
七
面
十
四
圖
の
詳
細
な
る
調
査
あ
り
。
東
城
子
螢
見

古
琵
（
第
三
百
二
十
三
國
よ
り
三
百
三
十
圖
）
は
之
を
高
句

麗
末
期
の
遣
物
ご
推
定
す
る
に
は
異
説
あ
る
も
、
之
を
此

部
に
編
入
せ
し
は
可
な
り
。
其
第
三
百
三
十
九
圖
の
古
琵

は
之
ご
同
形
式
の
物
を
内
藤
博
士
嘗
て
間
嶋
西
古
城
子
屡

嘘
に
於
て
採
集
し
、
臼
鳥
博
士
も
寧
古
塔
附
近
に
て
採
集

せ
ら
れ
、
内
藤
博
士
は
之
を
渤
海
の
遺
物
ご
推
定
せ
ら
れ

把
り
。

　
第
二
柵
は
高
句
麗
時
代
季
壌
長
安
城
附
近
の
遺
蹟
遣
物

に
厩
す
る
も
の
に
し
て
、
百
三
十
八
面
（
三
百
二
十
一
圖
）

あ
り
Q
先
づ
大
同
江
南
土
城
洞
螢
見
の
古
本
を
掲
げ
次
に

傳
安
句
々
祉
及
其
地
登
見
古
琵
を
掲
げ
ら
れ
陀
り
。
關
野

博
士
は
之
を
高
句
麗
王
宮
祉
ご
認
め
ら
る
、
が
如
き
も
、

余
は
之
を
王
氏
高
麗
朝
の
遺
鮭
な
り
ご
激
す
。
第
百
十
面

に
掲
出
の
李
壌
江
岸
通
城
壁
螢
見
刻
字
石
は
海
東
金
石
苑

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
一
四
九
（
三
三
九
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
「
朔
鮮
古
蹟
圏
譜
」

藩
儒
の
高
句
醗
故
城
石
刻
ご
類
を
同
う
す
る
も
の
に
し
て

貴
重
な
る
研
究
資
料
な
り
ご
す
○
第
百
十
一
面
に
撮
せ
る

李
藤
下
城
内
石
標
は
恐
く
ば
李
朝
宣
憩
王
代
韓
百
謙
の
建

て
し
も
の
把
る
べ
し
。
漢
王
墓
閥
係
の
圖
面
亦
好
資
料
な

り
○
此
墓
は
朋
治
四
十
二
年
東
京
文
科
大
気
敷
授
萩
野
博

士
其
一
部
を
調
査
せ
ら
れ
し
こ
ご
あ
り
。
是
れ
其
薮
芦
品

の
一
部
東
京
文
科
大
命
に
保
藏
せ
ら
る
、
所
以
に
し
て
、

其
巴
琵
の
一
に
は
裏
に
「
大
」
の
字
を
茎
葉
様
の
も
の
を
以

て
輕
快
に
嘱
せ
る
め
り
。
圖
譜
に
此
裏
面
を
出
さ
れ
ざ
り

し
は
惜
む
べ
し
。
本
身
に
牧
む
る
第
百
十
五
面
以
下
諸
墳

墓
の
溝
造
壁
需
は
實
に
朝
鮮
全
時
代
を
麺
じ
て
遺
物
遺
蹟

中
の
精
華
な
参
Q
其
墓
鑛
壁
薔
の
如
き
は
實
に
世
界
の
至

寳
ご
醸
す
べ
し
Q
以
て
帝
國
の
霧
に
誇
る
べ
く
、
東
洋
の

爲
に
誇
る
べ
し
Q
本
書
は
之
を
破
適
量
三
色
版
こ
し
、
其

要
な
る
も
の
は
精
巧
無
比
な
る
木
版
を
用
ひ
て
掲
出
せ
り

此
遇
建
仁
大
中
；
墓
の
外
に
梅
山
里
四
病
塚
花
上
里
寵
帥

塚
安
城
洞
大
塚
の
壁
喬
、
七
号
塚
の
難
権
及
壁
書
の
如
き

　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
一
五
〇
　
（
三
四
〇
）

は
實
に
驚
嘆
す
べ
き
も
の
な
り
。
本
書
終
り
に
般
栗
郡
遺

存
の
支
石
塚
（
コ
ー
ヒ
ン
ト
μ
）
を
掲
げ
鴨
り
。
支
石
塚
は

股
栗
郡
の
外
に
龍
岡
郡
に
あ
り
，
叉
江
華
よ
り
漢
江
の
流

域
に
連
倒
し
、
遠
く
離
れ
て
成
境
電
卓
端
川
郡
に
三
個
を

遣
存
す
。
之
を
高
句
麗
の
墳
墓
ご
認
む
る
は
好
太
王
陵
培

塚
（
第
六
十
三
面
）
が
此
種
の
も
の
な
る
に
よ
る
ご
錐
も
、

今
後
省
ほ
研
究
を
要
す
る
も
の
な
り
。
絡
に
臨
み
て
；
葭

し
π
き
は
本
書
説
明
が
從
來
考
古
學
渚
が
誤
用
せ
る
を
襲

ひ
て
墓
壌
を
梛
ご
記
せ
し
の
一
纂
な
り
○
既
に
多
年
誤
用

せ
る
も
の
今
更
ら
改
正
す
べ
き
要
な
し
ご
せ
ば
稔
れ
ま
で

な
る
も
、
斯
く
て
は
墓
籏
ご
榔
ご
を
混
じ
、
甚
し
き
央
態

柁
ら
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
　
ひ

　
本
圖
譜
は
實
に
世
堺
に
貴
重
な
る
研
究
の
資
料
を
提
供

し
、
國
土
の
富
を
藍
鼠
せ
る
も
の
な
り
。
総
督
府
の
治
下

に
遺
物
遺
蹟
の
保
護
は
既
に
行
き
届
き
て
、
日
本
内
地
の
・

遣
蹟
古
物
が
風
雨
、
の
侵
蝕
に
人
爲
の
破
壊
に
任
せ
て
顧
み

ら
れ
ざ
る
に
比
す
べ
き
に
あ
ら
す
。
然
今
ご
錐
、
壁
書
の



如
き
は
如
何
に
保
護
す
る
も
天
然
の
破
壌
力
に
敵
す
る
こ

ご
能
は
す
書
蹟
必
す
期
あ
り
、
総
督
府
之
に
注
意
し
て
精

、
細
な
る
月
白
を
作
り
、
其
一
部
を
蕪
に
刊
行
し
て
永
遽
に

傳
へ
あ
る
。
本
四
譜
の
刊
行
は
實
に
永
遽
．
に
其
影
を
人
間

に
蘭
留
す
る
の
口
口
こ
い
ふ
べ
し
σ
研
究
に
要
す
る
も
の

は
資
料
な
り
、
研
究
は
個
人
の
智
力
を
侯
っ
も
。
の
な
り
。

資
料
だ
に
あ
ら
ば
研
究
は
學
者
之
を
成
す
を
得
べ
し
ご
錐

斯
る
資
料
の
提
供
は
官
府
の
力
を
薪
ら
ざ
る
べ
か
ら
す
。

研
究
は
多
年
の
，
歳
月
を
要
し
、
多
数
の
卜
者
の
切
磋
を
要

す
。
総
督
府
が
先
づ
資
料
を
世
界
記
者
に
提
供
の
途
を
採

ら
れ
し
に
就
き
て
は
吾
人
は
最
善
の
方
法
を
採
ら
れ
し
も

の
な
る
こ
、
こ
を
頗
し
、
且
つ
深
く
戚
謝
す
る
も
の
な
り
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
非
費
品
）

　
　
朝
鮮
龍
岡
郡
砧
輝
碑
（
圏
譜
第
三
十
四
圃
）

光
和
元

□
□
熟
年
四
月
戊
午
砧
蝦
長
［
…
口
臼
建
丞
厩
園
會
［
〕

「
日
ロ
三
島
ロ
祠
終
期
離
…
日

□
岩
山
君
徳
当
代
山
号
ロ
臼
南
口
万
感
灘
興
甘
風
雨

惑
□
土
田
□
□
講
考
五
鍛
豊
成
盗
賊
不
替
芯
□
□
瓶

出
入
吉
利
成
愛
口
光

　
　
季
還
幸
石
壁
刻
字
（
岡
譜
第
百
十
圏
）

燈
＋
二
月
四
三
㌫
後
縣
小
斐
空
嘆
西
北

行
渉
之

　
　
叉
一
種
（
海
東
金
石
苑
）

己
丑
年
五
月
廿
一
日
自
蕗
以
下
向
東
十
ご
毘
物
省
小

兄
俳
口
百
頭
口
節
爽

　
　
叉
一
種
（
同
）

已
丑
年
五
月
廿
H
始
役
濁
向
十
副
里
小
兄
相
夫
若
偉

利
造
作

第
一
巻
　
　
批
　
評
　
　
「
朝
鮮
古
蹟
岡
譜
」

第
ご
號
　
　
　
一
五
一
　
（
三
四
一
）


